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国立国会図書館における
デジタルアーカイブの新しい挑戦
~OCRテキスト化事業を中心に
Latest Challenges for “Digital Archives” at 
the National Diet Library, Japan (NDL)
- OCR text conversion projects for digitized materials
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資料デジタル化の現状と今後 Current status and future of digitization of materials

資料 2020年度までの取組
インター

ネット公開
図書館送信/

個人送信
NDL

館内限定 合計
2021年度からの取組

図書
明治期以降、1968年までに受け
入れた図書
震災・災害関係資料の一部（1968
年以降に受け入れたものを含む）

36万点 54万点 8万点 99万点
2000年までに刊行・受入したもの（対
象：約170万冊）
※官庁出版物は2000年以降も含む。
→1987年までに整理した国内刊行を優先

雑誌 明治期以降に刊行された雑誌（刊
行後5年以上経過したもの） 2万点 82万点 51万点 135万点

刊行後5年以上経過した雑誌
→学協会等からデジタル化要望があるも
のを優先

古典籍 貴重書・準貴重書、江戸期以前
の和漢書等 8万点 2万点 ‐ 9万点 （継続）

博士論文 1990～2000年度に送付を受けた
論文 2万点 13万点 2万点 16万点 1989年度以前に送付を受けたもの。

新聞 （未実施） - - - -
試行（日本新聞協会と合意したもの等。
ただし、商用データベース等で提供され
ているものは対象外。）

その他 地図、官報、録音・映像資料、
憲政資料、日本占領関係資料等 11万点 2万点 11万点 22万点 （継続）

新たに、日系移民関係資料を追加

57万点 152万点 72万点 281万点
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Books

Periodicals

Rare Books & 
old materials 

Doctoral 
Dissertations

Newspapers

Others

Initiatives up to FY2020  
Initiatives from FY2021 onwards 

TotalAvailable Online
Available only at 
partner libraries or 
to official registered 
users in Japan

Available only 
at the NDL

※2022年5月時点の提供点数。（青字）は2022年8月15日現在の点数で、2021年度にNDLがデジタル化した資料が追加された。

(38万点) (128万点) 

(102万点) (311万点) 

※5年間で図書を中心に100万冊以上
のデジタル化を目指す



次世代システム開発研究室（次世代室）

2011年10月発足。先進情報技術を応用した新しい図書館サービスを実現するための
調査研究と実証実験を行う。
〔体制〕

室長1名、係長1名 、係員3名（うち1名は他係兼務） 、非常勤職員2名、非常勤調査員3名、研究協力員1名
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 活動方針
「デジタルシフト」に対応したサービス向上及び業務改善

デジタル化資料を活用した検索機能の拡充、書誌作成の効率化等に関する調査研究・技術開発

 デジタル情報資源の利活用促進
開発したプログラム・データセットの公開

 多様な文化資源へのアクセス及び活用基盤の提供
「ジャパンサーチ」の開発・運用

 デジタル資料の長期保存
パッケージ系電子出版物（USBメモリ、フロッピーディスク、MO等）のマイグレーション・
エミュレーション技術調査 等

Research and Development for Next-Generation Systems Office; R&D Office

Activities Policy



２つのOCRテキスト化事業

1. デジタル化資料のOCRテキスト化
2020年時点で「国立国会図書館デジタルコレクション」収録のほ
ぼ全てのデジタル化資料約247万点（約2億2300万画像コマ）に対
し、商用OCRサービスを当館資料に最適化させてテキスト化を実施
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（2021年度の取組）

国立国会図書館デジタルコレクション
2. 日本語OCR処理プログラム（NDLOCR）の研究開発

当館が自由に公開できる、機械学習で改善可能かつカスタマイズ可能な日本語OCR処理プログラムの開発
今後デジタル化したものは、これを使ってテキスト化を実施予定

1. 大量の全文テキストデータ ＋学習用データセット
2. 日本語OCR処理プログラム（NDLOCR）＋学習用データセット

成
果
物

Two OCR text conversion projects for digitized materials

Text conversion of mass digitized materials using commercial AI-OCR

Development of AI-OCR for Japanese digitized materials ”NDLOCR”



• それぞれの事業の詳細は、NDLラボの該当ページを参照。
https://lab.ndl.go.jp/data_set/ocr/
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２つのOCRテキスト化事業
Details of two OCR text conversion projects for digitized materials



OCRテキスト化事業の成果物の活用

 次世代デジタルライブラリーで新たな検索サービス検証
・2022年3月、著作権保護期間が満了した図書28万点のテキストデータを使った全文検索を実現

・今後、テキストデータの効果的な利用提供方法の調査研究
（図版の)キャプション検索、類似文章検索など

「国立国会図書館デジタルコレクション」の全文検索（2022年12月~）
・247万点のテキストデータを搭載し、全文検索を実現

 NLD Ngram Viewerの開発
・出版年代によるテキスト（単語・フレーズ）の出現頻度分析。2022年5月公開 8

１．大量（デジタル化資料247万点）の全文テキストデータ

Use of the products of the OCR text conversion projects :huge amount of textdata

See later slides

See later slides



OCRテキスト化事業の成果物の活用
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2022年4月にオープンソース(CC BY)で公開
NDLOCR リポジトリ : https://github.com/ndl-lab/ndlocr_cli

NDLが2021年以降にデジタル化する資料のテキスト化
→テキストデータは「国立国会図書館デジタルコレクション」に搭載

※2022年度も継続してNDLOCR改善のための研究開発を実施中
（視覚障害者等用データ作成のためのOCR処理プログラムの研究開発）

① テキスト読み上げ用の順序の調整機能の開発
② テキストデータの構造化（柱・ノンブルの除去）
③ OCRの読み取り精度の改善

２．日本語OCR処理プログラム（NDLOCR）

Use of the products of the OCR text conversion projects
: AI-OCR for Japanese digitized materials ”NDLOCR” 

See later slides

（参考）学習用データセット（１，２共）
著作権保護期間が満了した（Public Domain）資料から作成されたもの →NDLラボ公式GitHubで公開

NDLラボ公式GitHub
https://github.com/ndl-lab



次世代室の調査研究の成果物
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NDLラボ
• 新しい図書館サービスの実証実験の場
• 2013年5月に公開、2020年3月にリニューアル

https://lab.ndl.go.jp/ で公開

Outputs of Research activities at the R&D Office



次世代デジタルライブラリー（実験サービス）
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https://lab.ndl.go.jp/dl/
 主な機能
• 全文テキスト検索
• 資料中の図版（図・挿絵・写真等）の自動抽出
及びその一覧表示

• 類似図版検索
• 見開き2頁画像の自動分割による1頁表示
• 紙の変色の自動除去（白色化機能） など

 検索対象
国立国会図書館デジタルコレクションでイン
ターネット公開している著作権保護期間満了
（Public Domain）の図書・古典籍約33万点

【全文検索】PD図書28万点のテキストを検索/
ダウンロード可能

【画像検索】資料中の図版全てを検索可能

 Chrome、Firefox推奨、英語画面あり

Next Digital Library :experimental service

Functionalities

Search targets



次世代デジタルライブラリーのデモをします
https://lab.ndl.go.jp/dl/
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Demonstration of the Next Digital Library
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NDL Ngram Viewer（実験サービス）
https://lab.ndl.go.jp/service/ngramviewer/

 NDLが所蔵するデジタル化資料のOCR全文
テキストデータを利用したNgram Viewer

 出版年代ごとの出現頻度を可視化（可視化
対象は、デフォルトで総出現頻度上位5件）

 著作権保護期間が満了した（PD）図書約28
万点（次世代デジタルライブラリーの全文
検索と同じ）の全文テキストから集計した
約8.3億種類の単語・フレーズ

 「正規表現」を利用したクエリが可能
 2022年12月に検索対象を拡大予定
 Chrome、Firefox推奨
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NDL Ngram Viewer（実験サービス）

• 正規表現（regular expression）とは、
テキストの文字列を一定のルールのもと表現する方法。
例1）平.盛
「．」が任意の1文字を意味するので、「平」と「盛」の間に1文
字入った単語を検索する

例2）[^あ-んア-ン]{2,2}温泉
「温泉」の手前に、ひらがなとカタカナを除く任意の2文字の入っ
た単語を検索する

Top five examples
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NDL Ngram Viewerのデモをします
https://lab.ndl.go.jp/ngramviewer/

Demonstration of the NDL Ngram Viewer
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日本語OCR処理プログラムNDLOCR
AI-OCR for Japanese digitized materials ”NDLOCR” developed by the NDL

https://github.com/ndl-lab/ndlocr_cli
オープンソース（CC BY4.0）で公開、誰
でも無料で自由に使用できる
 明治・大正期の古い活字資料のテキス

ト化も読み取り精度がよい（F値で0.9
以上）

 テキスト化したい紙面の要素を指定し
てカスタマイズできる（たとえば「柱
」と「ルビ」は要らないが「ページ番
号」はテキスト化したい、といったニ
ーズに対応できる）

赤：本文、青：ルビ、黄：注釈、緑：柱、
水色：ノンブル（ページ番号）
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日本語OCR処理プログラムNDLOCRの活用
Use of the AI-OCR for Japanese digitized materials ”NDLOCR” developed by the NDL

【Google Colaboratoryを利用する場合の参考例】
 実行例をまとめたブログ記事とノートブックを公開

https://zenn.dev/nakamura196/articles/b6712981af3384

【Google Cloud Platformを利用する場合の参考例】
 構築例と実行例をまとめたブログ記事を公開

https://zenn.dev/nakamura196/articles/1313a746826c36

※いずれも国立国会図書館非常勤調査員・東京大学史料編纂所の中村覚助教の記事



お問い合わせは、NDLラボ lab@ndl.go.jp まで

Dankeschön


